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文節タイプ連続の研究
一「寒山拾得」のデータを使って一一

麗　　岡　　昭　　夫

　　　1　は　じ　め　に

　この小論は，先に著わした『電子計算機による代表構文作成の試み郵止立国

語班究所論集葬ことぽの研究59昭和49年3月・所取）を発展させた研究をま

とめた《のである。

　上記論文では，文節タイプの二連続データを用いたので，三連続データを用

いるとどうなるかという興味が持越された。また，地の文と会話文を一一緒にカ

ウン5して分析したために，それぞれの傾向が分析できなかった。

　ここでは，改良したシステムビよりそれらの分析を行う。入力データは森鴎

外の綜山拾得選を絹いた。『寒山白痴のデータ量は，総センテンス220（地

の文130，会話文90），文節総数1683（地の文1232，会話：文451），異なり文節

数200（地の文142，会話文99，両方に見られるもの41）である（tl…1＞。

　文節タイプのデータ作りは「電子計算機による代表構文作成の試み］に述べ

kとおりである。すなわち，文節（橋本文法による）を，自立語と付属誘とに

分けて，自立語部分eこは贔詞寄を，付属語部分にはその語形のままをあてたデー

タを原文ファイルから作り，これを文節タイプデータとするのである。このデー

タは固定長25桁にし，他に，地の文・会話の文の文種の別を示す清報を1桁加

えてある。文節タイプが25字より短い場合は残余部分に㊥が埋められ，また，

25字より長い場合は　　殆んど起こらないことであるが，万が一起こった場合

一「OVER・Bn（nnは00～99までの二桁の整数）」の記号を埋め，そのnn

の番号と実際の文節タイプを紙テープにパンチし，漢字テレタイプ印字にかけ

て文字化しておくようにしてある。
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　以上のようにして，響寒山拾得遷の原文データ

　　唐の貞観の頃だといふから，西洋は七世紀の初……

という断頭部分から，文節タイプデータ

回読巫・1匿廼］動・カラ囲匝］国…一一一〔C／

鵡練る（・1・・2）．回というの蚊頭・文末栃す“くぎりデー・”である・

　引用句の処理は，ヂ　」・可」・（）の中を会話文のファイルBで処理し，

地の文中ではその部分に“引用”という自立語桐当のものを入れてファイルA

で処理するようにする。例えば，

　「お頭痛は」と僧が問うた。「あ癒りました。」実際悶は……という文

から

画細述匠朝駈Z囮圃憎憎匿弱一一一一・個
回匠ヨ回章匝三】回……………・一……………・・…一…〔B〕

のように二本のファイルに文節タイヅを作って行き，文節タイプ作成作業の済

んだ後にファイノレAのあとにファイルBをつなげ一（ファイルC（→図1）を作る

のである。

f・f・’，・．i・．の伽〔A〕の二一圃回とい殖続ができたカ㍉・のよう

暢合には鞠の回臓して圃回侃つ蛸去するよう暖際臆・

ている（注3＞。

　以上のようにして作られた文節タイプデータのファイルCをもとにして，前

から二連続，後から二連続，前から三連続，後から三連続の，各種：文節’タイプ連

続のデータを作るのである。文節タイプ連続の各データは，処理を一本するた

めに，データ長を統…してあり，文節タイプが三つ並ぶようになっている（園

2の。・d・eにあたる）。三三連続デー一嵩はその欄に一つずつはいるが，二連続
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データの場合は，三つの欄のうち二番目と三番昌を用い，先頭の欄には㊥を埋

めておく。
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原文ファイル
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駄＝連続の種類

　　1…前から二連
　2。・・eeから二連
　3・・9前力・ら三三連

　4…丁丁から三三速

b＝四種

　A…地の文
　B…会話文

む

d　文節タイプ
e

‘　カウント結果

文節タイプデータ，例えば先の〔c〕をもとにして，前から二連続データ

匡回璽］豊名・・名・・IWtE・名・タト⑫銘・タト聾カラ［D］

が作られる。この二番自と三番目を入れ換えると後から二連続データ

㊥～名＋ノ①1⑨～名＋ノ名＋ノ⑨～名率タト名＋ノ㊥～動＋カラ陪＋ダト〔E］

を得る。前から三連続データは，〔c〕をも≒にして

匝名ylg÷・睡聯・名鱗 名十ノ名÷ダト動＋カラ 名÷タト動十カラ　名十ハ［F〕

となり，この一番目と三番欝を入れかえると後から三連続データとなる。

稚ノ名÷ノ① 名＋ダト名＋ノ名÷ノ 動＋カラ名÷ダト名＋ノ 名十ハ動十カラ名川ダト〔G］
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　連続データの作成が終わ・）たらファイルDのあとに露，F，Gを続けて…一本の

フソ・1’　7L（ファイルH）にする。

　ファイルHを，連続の種類別に，しかもその中を文種別に，そしてさらにそ

の中の文節タイプ連続が五牽音順に並ぶ（ソートされる）ように，第1ソート

キーを速続の種類（図2び）a），第2ソートキーを文種（b），第3ソートキー

を文節タイプ連続（c・d・e）に定めてソートをすると，それぞれの連続・文種

の中で隅じものが一一個断に集まる。これを統合・カウントして，その値をng　4

ソートキーにして再度ソー1し，L／Pに打ち出すと文節タイプ連続の一覧表が

得られる。

一一一@　　一：文節　タ　イ　プ連続　リ　ス

畷文種　　文節タイプ
（a）　（b＞　〈c）　（d）　〈e）
1　A㊥…一……・一…メイシ＋ヨリケイヨウ

1　A⑨………tt－tt一メイシ＋ラシクメイシ＋ノ

1　A⑨……………メイシ　 ドウシ

1　A⑨…一……t一・メイシ　 メイシ＋ガ

1　A⑭……………メイシ　 メイシ＋ノ

　！　　s　　　　s　　　　　i　　　　　i

l　B⑨……………ドウシ＋テ　ドウシ÷テ
l　　B　㊥…一t一……∵　　ドウシ牽テ　　メイシ十二

1　B㊥……………ドウシーFテ

1　　B　⑨…………P…　ドウシ十テ

s　　i　　　　s　　　　　s　　　　　s

3Aメイシ＋ヨリメィシi．・テ：嗣Pt1

3Aメイシ＄ラシクメイシ＋ハ①
s　　s　　　　s　　　　　i　　　　　s

4Aドウシ＋テ　メイシ＋ニメイシ＋ノ

4Aドウシ÷テ　メイシ＋エドウシ＋テ

4Aドウシ＋テ　メィシ＋ニドウシ＋タ
　！　　s　　　　s　　　　　　s　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　－114一

ト　一一一一．一

カウント

　（f＞　実際に1よブリンi・
　　　時に次のような処理
000001　をするようになって
　　　いる“①くC｝〈dMYS6が蕩
OOOOOI　　　　と瞬じものの場ぐ｝は，

illli畷麟

　1　　リントする。

OOOOO6

000eo3

ドウシ十レマシタ000003

ドウシ十レマスカ000003

　　　　　　0eo50i

　　　　　　goo？el

　　　　　　iil翻
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注1）鵬駄回一圃一回という醗の齢の囲を｝　一一文㈱

当順えていた・・，・櫨囲を諺式醜自蠕瀦のもの溜めた
　意味からいって適当でないと考えられたので，本稿では削除した。そのた

　めに圏稿と本稿のセンテソ数，文節数は～致していない。

注2）　記号は，理解の補助手段であるにすぎないし，また，記弩を考えに入

　れると記号の現われた所で文節タイプ連続の正確な確率が求められなくな

　るので無視した。　「」闘（）．！～などが：文頭，：文宋や引用句を探すのに

　摺いられただけである。

注3）　→注1

　　　II分　　　析

　0　ここでは，文節タイプ連続の研究方法の確立に主眼がある。分析に鋤いた

短編小説ll寒山拾鰯はほんのテストデータでしかない。しかし，この方法を

用いて他の森鴎外の作晶を多量に分析すれぽ森鴎外の文の特徴が明らかになる

し，さらに多くの田本文を分析すれぽ碍本語の文一般の特徴を明らかにするこ

とができると考えられる。以上の分析は，その大きな狙いの先駆けをなすもの

である。

　1文頭と文末

　1で述べたようにして打ち出された文節タイプ連続リストを見れば，前から

二連続データをもとにすると①のあとにどんな文節タイプが来やすいか，すな

わち，どんな文節タイプで文が初まりやすいかが解り（→表1），後から二連続

データでは①の前にどんな文節タイプが来るか，すなわちどんな文節タイプで

文が終わりやすいかということが解る（→表2）。また，前から三連続データを

見れば，⑪のあとに，どんな文節タイプ連続が起りやすいか，すなわち，文がど

んな文節タイプ連続で始まりやすいかが解りく→表3），後から三連続データを

見れば①の前にどんな文節タイプ連続が来ることが多いか，すなわち，文がどん

な文節タイプ連続で終わりやすいかが解る（→表4）。

　稼山捨得』の地の文で文頭に立ちやすい文節タイプについて考察してみる
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表1：文頭に立ちやすい文節タイプ

地の文 会話文 全 体

文節タイプ 数 ％ 文節ダイブ 数 ％ 文部タイプ 数 ％

名＋は 25 1923 感動 17 18．89 名＋は 40 18．18

副 16、 12．30 名＋は 圭5 王6．67 副 23 10．45

接続 13 10．00 接続 9 圭0．00 接続 17 7．72

名率が 12 9．23 副 7 7．78 名＋の 17 7．72

名＋の 12 9．23 名 5 5．56 感動 17 7．72

連体 8 6．15 名＋に 4 4．4嘆 名＋が 15 6．82

名＋に 6 4．62 名幸の 4 荏．44 名＋と 12 5．45

引罵率と 6 荏．62 名÷では 3 3．33 連体 11 5．00

形動 4 3．08 名÷と 3 3．33 名品に 10 4．55

名÷が 3 3．33

連体 3 3．33

表2文末に来やすい文節タイプ

地の文 会話文 全　　体

文節タイプ 数 ％ 文節タイプ 数 ％ 文節タイプ 数 ％

動＋た 49 37．69 動＋ます 9 10．oe 動詞＋た 49 22．27

動 31 23．85 名＋でございます 8 8．89 勤 34 三5，45

名＋である 11 8．娃6 動＋れますか 填 4．44 感動 1圭 5．00

動＋ない 6 4．62 動＋ました 4 4．44 名÷である 1里 5．00

動＋のである 6 4．62 名＋で 3 3．33 動率ます 9 4．09

動＋たのである 3 2．31 名＋か 3 3．33 名率でございます 8 3．63

形容 3 2．3王 動＋れました 3 3．33 動＋ない 6 2．73

名一トほどである 2 1．5畦 動 3 3．33 動÷のである 6 2．73

動＋ませう 3 3．33 形容 5 2．27

と，最も先頭に来やすい文節タイプは「名詞＋は」で，ついで「副詞」・「接

続詞」・「名詞十が」。「名詞十の」・「連体詞」の順で続く。これをilスト

ウ才人』轍の崎にて』と比べてみると（注41，第一位が「名詞＋は」であること

が岡じであるうえ，上位六つが順番こそ違っているが，全く同じものであると

いうことも解る。そしてその上位六つでの生起率は，財Fウ巨人』で70．77％，

鐸城の崎にて』で71．26％であったが，この『寒山拾得違でもやや低いな演ら

66．5％とそれ程の違いがないということが言える。
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　窪寒山拾得選の会話文の先頭は，第一位に「感動詞」が立つ。これが揖立っ以

外，第二位から後はそれ程地の文との違いは感じられない。

　文末ではどうかというと，地の文では，「動詞＋た」が第一位である。そして

前述のこつの作品と比べてみると文体，特に敬体でない点は『城の崎にて灘に

近いことが解るが，「動詞」の終束縛が23．85％とやや高い（『城の崎にて諺は

13．87％）こと，「名詞＋である」「動詞＋のである」「動詞＋たのである」のよ

うなドである」で終るものが多いということ，「動詞＋なかった」の形で終わる

ことが少ない（表にはないが1例）という点などは暫城の崎にて』と異なる点

といえる。むしろ，「名詞＋です」「動詞＋のです」ヂ動詞＋たのです」等の多く

現われる『ストウ夫人』の方に近いという面も持っているようである。

　会話文の文末では，地の文とかなり違っている。上位九つの文節タイプのう

ち，過張形「……た」のものが7．78％と非常に少くなっていることがまず目に

つく。また，上位九つまでに，否定形「ない」「ず」等を含むものがみられない

ことも解る。そして，「名詞＋で」「名調＋か」のように，名詞に助詞が付いた

もので文を終わるものがかなりあり，特に「名詞＋で」のような不完全な終止

をするものもある。

　次に前から三連続データを用い，文頭に来やすい文節タイプ連続を見てみる。

まず，地の文では，第一位のr副詞→動詞÷て」がわずか5例，生起率3．85％

で，第二位の「名詞十は→名詞十を」「名詞÷は一掴∬引矯率と一・〉動詞覧て」

と1例差である。全話文においては第一位の憾動詞→⑦（これは感動詞一世

の文であることを意味する）」が11例で12．22％と多い。この点が地の文と会

話文との大きな違いであろう。また，表3で地の文と会話文との爾方に現われ

るものは「名詞÷は一・名詞＋を」「名詞＋は→名詞＋の」の二つだけで，かなり

両春の間に違いがあることが解る。以上の二点以外には，地の文・会話文とも，

文頭に来る文節タイプ連続は，さまざまなものが2～3％の生起率で用いられて

いると言うことができる。

　文末に現われやすい文節タイプ連続，すなわち①の前に並びやすい文節タイ
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表3文頭に

地の文
　　　　　　．O文節タイプi後文簸タイプ　　　　　　騨

数 ％
前文節タイプ　　1　　　　　　　　1

　　　　　　ξ宦@　　　　i動＋て 5 3．85 感動　　　　i
名匠は　i名＋を名＋は　　　i副

4
4

3．08

R．08

名　　　　　；
ｼ＋に　　　　i

　　　　　　：�p十と　　　；動十て　　　　　　；名＋が　　　　：動＋た　　　　　　：

ｼ望の　　　　i名÷に　　　　　　梱名十の　　　i名十では　　　　　　8

ｼ＋は　　　i名＋に
Dは　　i名÷の　　　　　　：名÷は　　　；形動　　　　　　：副　　　　　i名＋は

4
3
3
3
3
3
3
3

3．08

Q．31

Q．31

Q．31

Q．31

Q．31

Q．31

Q．31

名＋の　　　　i

ｼ幸は　　　　i
ｼ鑑麦　　　i
ｼ÷は　　　　i
ｼ・は　　i名＋は　　　　i接続　　　　i　　　　　　　　「形動＋でございますi

　　　　　　臣A体　　　　i名＋が
@　　　　　i

@　　　　　i
@　　　　　…　　　　　　「

3 2．3圭 感動　　　　i
宦@　　　　i
A体　　　　i
ｮ縁した　　i　　　　　　　　o

※自立語の略号は，「名」は名詞，「動」は動詞，「形」は口語

　「接続」は接続詞，「形動」は形容動詞をさす。他に，「引

表4文末に

地の文
筆

．

前文節タイプi後文節タイプ
@　　　　　き

数 ％ 前文節タイプi

ｮ＋て　　　i動＋た

王4

X
9
7
7

圭0．77

U．92

U．92

T．38

T．38

・
・
p
　
i
名
＋
は
　
　
i
動
＋
て
　
　
；
形
　
　
　
；
τ
・
P
　
　
；

名÷が　　i動　　　　　　：文形　　　　：名十である　　　　　　｝引用牽と　　i動十た

5
4
4

3．85

R．77

R．77

T。p　　i
ｼ＋に　　i
s。P　　；

畢 ：

動＋て　　　i動＋のである
@　　　　　i

@　　　　　i

@　　　　　…
@　　　　　i　　　　　　：

4 3．77 名＋と　　　：
ｼ・が　i動＋て　　i名＋を　　i名÷を　　i　　　　　　「

※表3と同じ
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来やすい文第タイプ連続

会話文

後文節タイプ

Top

名＋の

名＋と

名＋が

名攣でございます

Top

名＋から

名＋の

名÷を

連体

Top

名÷を

形動

名

Top

形容調，「文形」は文語形容詞，「副」は副詞，「感動」は感動詞，

屠」は引粥句，rTopjは文頭，文末蓑示である。

遇われやすい文節タイプ連続

全　　体

プ 数 ％ 前螂タイプi微節・イブ 数 ％

11 12．22 　　　　　　，ｴ動　　　　：TOP　　　　　　： 1王 5．00

3 3．33 名÷は　　　　i名十を　　　　　　響 6 2．73

2 2．22 翻　　　　　i動＋て 6 2．73

2 2．22
　　　　　　：ｼ十は　　　　：名十の　　　　　　： 5 2．27

います 2 2．22 名＋は　　　：副　　　　　　： 4 L82
2 2．22 連体　　　　i名　　　　　　｝ 4 1．82

2 2．22 名　　　　　i名季の　　　　　　． 4 1．82

2 2．22
引雪晴と　　　ii勧率て　　　　　　： 4 L82

2 2．22 …
2 2．22 き
2 2．22 …
2 2．22 ；
2 222 i

2 2．22 i

2 2．22 i
，

会話文 全　　体
酢

後文簿タイプ 数 ％ 前文節タイプi後文飾タイプ 数 ％
「

感動 11 12．22
動＋て　　　i動　　　　　　： 15 6．82

引率でございます 3 3．33 T◎P　　　　l感動　　　　　　： 11 5．00

動＋れました 2 2．22 名＋を　　　i動＋た 9 4．09
匿

名＋でございます 2 2．22 名臣に　　　　i動十た 9 4．09
酢

形鋼＋ございます 2 2．22 動＋て　　　i動＋た 7 3．18

名＋は 2 2．22
　　　　　　：ｼ÷が　　　：動＋た　　　　　　： 7 3．18

動率れますか 2 2．22 名÷が　　　1動　　　　　　： 5 2．27

動＋ました 2 2．22 …
動＋ます 2 2．22 ；
動＋ます 2 2．22 i

動＋ます 2 2．22 …

動＋ます 2 2．22 …

動＋ませう 2 2．22 …
■
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ブは表4に示すとおりである。地の文では1動詞÷て→動調」の終わり方が最も

多く，次いで1名詞÷に→動詞＋たjl名詞＋を→動詞＋た．拝名詞＋が→動詞÷

た戸動詞÷て→動詞＋た」という，顯当なものが上位を占めていて，その上位

五つで終束率35。37％を示している、一方，会話文では，1①吋感動詞」という

終わり方が11例と肥培的で，3例の2位以下を引ぎ離している。文頭でもそう

であったが，文末でも第2例以下が3～2例で並ぶ。このような傾向は会話文の

特微であるとも推測される。

　2　推移確率と近似文

　文頭・文末表示の①を初期値として，連続確率の高い文節タイプを後，また

は前に順次つなげて行くと樹型測度が描かれる。二連続データをもとにして，

文節タイプどうしの連続確率で描いた樹型の…部を示すとつぎのようになる。

（途中でループしてしまうものは，2園自に第2位をとることにした。また，

そのあとが頻度1で分散してしまうものは（　）で闘んで以下を省略し鶴）

〈前から二連続データによる，会話文の轡型の一一部〉

∵＋は 名＋・の 名＋を→動＋て

　　　　　　　動＋て→動→①

　　　　　　　動牽た→①

　　　動→⑳
　　　動＋た→①
名十に碗動十て→動→①

　
①

　
↓
　
動
　
吟
　
て
①

　
＋
↓

①
動
動

↓
↓
↓

動
醐
て

ア
し
＋

．
．
、
　
　
　
カ

カ
　
　
晶
曳

＋
　
↓

名
　
副

名＋を→動＋て一働→①
副一働＋て→動一一一・①

圃→動十て→動一一〉①
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〈後から二連続デー　pm：よる，会話文の樹型の一部〉

⑦一

　　　　　③〈一一一af1　＋の←名÷を←動率て

　　　　　　　①←名十の←名÷を←動十て←動

　　　　　　　　　　　　　　　　（名＋である）

　　　　　　　　　　　　　　　　（動＋ない）〈
　　①tw名＋の←名＋を←動＋て・一名＋のである

・
V

〈前から二連続データによる，地の文の樹型の一部〉

囎・を一……て蟷耀亮劉ました一①

名＋1W灘繁て麟認夷劉まし圃

　　　＋　て→動＋て

一　121　一



〈後から二連続データによる，地の文の樹型の一部〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①←感

　　　　　＿鋳1遜ゴ鐙影一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①←名÷でございます・

　この樹形で，文顧，または文末の⑦から，矢印の順に文末あるいは文頭の①

までをたどっていくと～続きの文型が得られる。このうち，最も連続確率の高

い文節タイプ連続でできた文，すなわち各樹型の一番上に現われた文を一次近

似文と呼ぶ。『寒山拾得諺の地の文で文頭からたどった一次近似文は，

①藷名＋は濾一名＋の2裟7名＋を登亀0動＋て1語0動☆⑪

ということになる（注5）。地の文で文末からたどった一次近似文は

　　①耀誌名＋の2詰9名刊こ備ア動牽た轟一①

　　①1誌、名　一li・轟名・を1馬動・た、≠尭，③

の二つである。

　会話文では，文頭，文末からの一次近似文は，それぞれ

⑪論感動瀞
①磁oo感動ritllii｝．22①

一王22一



となる。感動詞だけで一文を作ることが多い，というのが会話文の特徴なのか，

日本語の会外文の特徴なのか，あるいは森鴎外の特徴なのか，『寒山拾得渥だけ

の蒋徴なのかは他の資料のない現在では，まだ解らない。

　二連続データを用いた三型・近似文でも構文の成立に至る，いろいろな様梱

を見ることができるが，二連続データでは，頻度の高いところに集中してしま

い，例えば接続助調を含む文節タイプの出現率が低くなるなど，単調になりや

すくなる。一次近侠文が各種作品と比べて新しみのないのもこの現われと考え

られる。そこで，それを補うために考え出されたのが，文節タイプの三連続デー

タを用いる方法である。

　三三続データによる樹型を，二連続データと同様にして作ってみると次のよ

うになる。

〈前から三連続データによる地の文の樹型の一一部〉

　　　　初期値

名＋は→名＋を→動＋て→動→①

名÷は吟副→名四を一）WJ十て→動→①

　　　　　　　　　　　　名＋を→動＋て→動→⑳
　　　　　　　　　　　　副ゆ名畢を一一・動twて帰動一一一・①

　　　　　　　　　　　　（名）
引用十とゆ動十て吟名十は
　　　　　　　　　　　　（名＋に）

　　　　　　　　　　　　（動＋て）

　　　　　　　　　　　　（形）

〈後から三連続データによる地の文の三型の一部〉

　　　　　　講∵∵

鶉．　名。の一名．を一瞬て瀦汐ll
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　動て鋤ゆ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①〈一7，＋の晒怨にJl

働孤緯卵の論旧名．を潔瀞←名慨轍
　　　　　　　　　　⑪←一名＋の←名＋に←名＋の←名＋の←名牽を←動率た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦←名＋が←動＋か

’　　①一Z　A一の一名＋に鑛檎一名勧一名＋三図て一聾摺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

く前から華続if’　一タによる三鼎の樹一二紛

　　、柳期短

感動→①

名　名÷圃→

名＋は→名＋でございます→⑦

名÷は→①

形動＋ございます→①

・動＋ました→①

動＋ます→①
　　　　　　　　　　幽±ます→①動＋れましたか→①

聾て→名　ｺ綿動繭
　　　　　　．鋤＋や・な→形→名＋竺了
　　　　　　　　［isiii；’lirL；1一；g－M－Nf」＋tLsa±Lh　t．一・ww一一；（1＞’

“
や

く後から三灘データによる会話文の樹型の郷〉　　　初期値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（惣コ名・一…騰増

　　　　　　　　　　　　①鞠動←　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藷丁瀦＋でござい判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①←形動＋ございます『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①←名＋は・t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①静動＋ました対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（継れます州

・名・の一名一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　一124一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①議増世て榔釧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名＋に〉←一名＋を←一動＋ませう・
　　　　　　　　　　　⑦←接酩・ながら酩・へ」　　　’i

　これらから，前と岡じようにして，近似文（二次近似文）が得られる、、文頭

からたどる地の文の二次近似文は

　　①一・・1意轍、ぞ27動・て論・・…、熱動…論ゲ・・　場、、、ltlerio　g（・t」4．・

　　一t．一toO

　　①一副意聾て売聾て16167動壽②

と二つあり，また後からたどる地の文ゐ工次近似文は　　　　　　　∵

　　①記名＋の癒名刊こ下名→一の詣名＋の蒲一名＋を・蒲動．F・て

　　蕾動・①

ということになる。会話文での近似文は，文頭からも文末からも，ともに，

　　①砂感動曾①

となってしまう（こめ出現数・出現率は表3・袈4に出ている）、、これでは二連

続データ岬いたもの渡わりがない・そこで，第2位のもの鯵考までに宅琴

いてみると，Iic頭からのものは，

①吟名料こ謝・名＋と1議00動ぬ略＋が50100動縁す回護）

となり，文末からのものは

　　①壷、名柑壷名槽ござ・ますゆ

となるv

　三連続データを用いた樹立・近似文とともに，二連続ラ㌧タを用いて得たも
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のよりも現実に起こりやすい，不自然でない文型であることがわかる。また，

その頻度もあまりかたよりを湿せていないもので，このことから各種の文章を

扱えば，その文章ごとに特徴的な近似文の合成されることが期待できそうであ

る。そして，これらの樹型・近似文を見わたしてみると，「名詞＋を」というタ

イプの文節は，1名詞＋にjl名詞÷へ：などの文節よりも前に来ることが少い，

などといった，構文にかかわる問題が明らかになってくる。それについては次

項で，一部述べる。

　　注4）　蟹文章における構文のタイプ雲（照中章央・「計量国語学・65」昭禰48

　　　年6月。所収）による。

　　潅5）　以下，矢印の上の整数は，毘現数，下の数字は畠現率（単位％）を示す。

　3　構文にかかわるいくつかの指摘

　文節タイプの連続データを用いると，前項末で述べたように，構文にかかわ

るさまざまな様梱が明らかになる。

　二連続データを使って，「名詞＋が←→動詞＋たい系（助動詞「たい」及びそ

の活用形を念んだ付属語部分を有するもの）」，「名詞＋を←→動詞÷たい系．！を

調査すれぽ，「水が飲みたい」型，「水を飲みたい！型の比率が解る（しかしそ

のような連続は『寒山拾綴には現れていない）。また，三連続データの「名詞＋

の←→名詞＋は←→形容系」とr名詞＋は・一→名詞＋が←艸形容系」とを比較

すれぽ，「象は鼻が長い1型構文と「象の鼻は長い」型構文との使用状況が解る

（これも窪寒山拾得』には現れないが一）。

　「雨の隆る日」型の構文と「雨が降る日」型の構文とは，綜山拾得』におい

て表5のような傾向が見られる。すなわち，連体修飾語となる動詞句の主語に

は「　の」の方が出現度数が高い。また，前からたどって「名詞＋の」をも

とにして，「動詞系連体語」を経て「名詞系（名詞または名詞＋助詞・助動詞）」

と並ぶ確率は5．88％であり，「名詞＋が」から「動詞系連体語」を経て「名詞系」

と並ぶ確率4．34％よりやや高い。同様にうしろからたどって「名詞系」から「動
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詞系連体語」を経て「名詞＋の」と並ぶ確率0．98％も，r名詞系」から「動詞

系連体語」を経て「名詞÷が」となる確率0．49より高い。これらのことから，

この響寒山拾得悉においては，「雨の降る則型の構文のほうが「雨が降るHj

型よりも多く用いられていると言うことができる。

表5　「雨が降る臼」型と「爾の降る則型 （地の文）

推　移　状　況　　　　　確率（％）
文節タイプ連続

出
現
度
数

莇→後i前←後　　　前ゆ後i前←後　　l　　　　　　　　　　　　　　l

名＋が　動系連体語＊　名系榊

ｼ十の　動系連体語　　名系 3
6

　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
U9→32→313←96←6支1　　4．3唾　1　　0．49　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　：　　　　　　　　　　　　　　l　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　l

P02一ゆ29一ゆ9i　6←96←6圭　　　5。88　i　　O．98

　　寧　自立語が動詞で連体修飾語となっている文節

　”　自立語が名詞であるすべての文節

　さらに極端なことは，「背の高い人」型と「背が高い人」型の場合である（→表

6）。すなわち，『寒山拾得』では，連体修飾語となる形容詞句の主語にはすべて

ヂ名詞÷の」が来ている。

　つぎに，FAがBに……する」型とrBにAが……する」型，「AがBヘ……

する」型とrBへAが……する」型，「AがBを……する」型とrBをAが……

する」型，「AがBを……する」型と「BをAに……する」型，rAへBを……

する」型とrBをAヘ……する」型などのそれぞれの比較結果が明らかになる

（→表7）。

　さらに「名詞＋が」のタイプの文節について考察すれば，r名詞＋が」は，「名

表6　「背が高い人」型と「背の低い人」型 （地の文）

推　移　状　況 確率（％）

文節タイプ連続

出
現
度
数

前吟後i　前轡後　　　： 　　■O吋後i前←後　　：

名＋が　形容連体語桝名系

ｼ率の　形容連体語　　名目 0
3

　　　i102一レ3一＞3；3栖24轡611　　　：

　
　
i
2
．
9
4
1
　
0
．
4
9
　
　
傘

榊　自立語が形容詞で，連体修飾語となる文節
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表7「一が」「「を∬一に（へ）湘互の轍関係（地破）、

出
現
度

推　移　状　況 確率（％）

文節タイプ連続
前吟後i龍←後 前→後i前←売

名＋が　名一←に　動系構緋

ｼ＋に　名畢が　動系 5
4

69－5－5；5－67－45・96締5→4；4鯉32←450　　　　：

　　8V．251L玉1
S．案7i・．89

名＋が　名＋へ　動威

ｼ÷へ　名＋が　細口
0
王

　　　i

X一・一1i・一32－45・
　　i
撃klli　O．22　　：

名＋が　名÷を　動系

ｼ＋を　名÷が動系 3
0

　　　　艦
U9→3→3i3←9G轡450
@　　　i

　　：
S．35：　0．67

@　i

名＋に　名＋を　動系

ｼ品を名＋に動系．

9’

S

96－9－gi9－90－450104吟4吋4i4←67←450　　　　準

　　綱X．38i　2．00

R．85i。．89

名＋へ　名÷を　動系

ｼ＋を　猛÷へ　動系 0
1

　　　　i104→1→1ほ←8栖450　　　　「

　
　
i
4
．
3
5
i
　
O
．
6
7
　
　
断

桝　自立語が鐙鍬である文節

詞＋を」「名詞牽に」などよりも前に来る確率が高い，と言うことができる。ま

ず第…に，ヂ名詞＋が！！文節は，f名調÷を！の前に来るのが3例で，「名調÷を」

の後に来る例はなく，「名詞＋が」は「名詞＋を．の前に来る確率は圧倒的に高

いと轡えそうである。第二に，「名詞＋が」文節は，「名詞＋に」文節の前に来

る場合が5例で，ド名詞＋に」文節の後に来る場合の4例より，僅かではあるが，

ゼ名詞＋に」文節の前に来るほうが多く，また，「名詞牽が1・「名詞＋に」「動

詞系」を前からたどった確率・後からたどった確率のどちらもが，「名詞÷に」

「名詞十が∬動詞系」の前・後からたどった確率よりもそれぞれ高くなってい

ることが解る。以上のことから「名詞÷が」は「名詞率を」「名詞÷に」よりも

前に来ることが多いと言えそうである。ただ，「名詞＋が」「名詞＋へ」「動詞系」

と並ぶ例が晃当たらないのに対して，「名詞率へ」「名詞÷が」f動調系」と並ぶ

例が1例見られるが，これだけのデータでは「名詞＋が」が「名詞＋へ」の後

に来やすいとは明言はできない。とにかく「詞＋が」とr名詞＋をjf名詞＋に」

「名詞÷へ堵の前後関係については，もっとデータ量を多くして考察をする必

要があるように感じられる。
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　　　IIIおわりに

以！のよ鱗蝉タグ醗鰭察する・と・燐回勅脚；文体的特

徴，構文の成立に関するさまざまな様相が解る。もちろん，この論文は単…の

作品の中での考察がほとんどで，これをもって日本語の特質とすぐに結びつけ

る叫鰍飾る晒か㌧いうし’ろの蝉を回してそ撰掴特徴を回

れぽそれはそれなりの効果があり，また，それを総合して，日本語の特質にせ

まることも必要なことであると思われ、る、そしてまた，文節タイプを，特に文

頭から追った場合，著蔚・話者の潜在的な構文意識（癖・好みなど）ρ現われ

る酵が鵜隷る・この蹴は・そ2’z　’）　d’）　：とを聯しているのである・

　最後に，この研究に電子計算機を利用した点での利点を述べる。電子計算機

では一帯プr2グラムを組んでおけぽ，あとはどんな策いデータ（原文）を用い

てもすべて自動的に最終的な文節タイヅ連続りろトを，前から二連tt，後から

二連続，前から三連続，、後から三連続と四つ打ち出してくれる。手作業で行な

うカード取り（上の照つの表を作ろうとすれば一渡に4枚必要），沸一ド分類，

集計，製表等の作業は全く必要としない。研究潜は，校正（エラー，　f’一飛修正），

簡単なオペレート（電子計算機操作）をして，あとはリストをひくだけとなる、、

　電子計算機を用い，大量データを確率統計的に処理する方法による日本語の

各種文章の分析，およびそれをもとにした日本語全体の分析は，以上述べたよ

うなや肪で進めら謳いる・現在込プコデータの整即知グラムの改融

行なっている段階で，他の作品による文節タイプ連続の研究も近い将来発表す

る予定である，，
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